
CDP水セキュリティ・環境省共催セミナー

共催：環境省、一般社団法人 CDP Worldwide-Japan

14：30 ～ 17：20（予定）
(14：00開場予定）

2026年

11月26日（木）

開催
日時

プログラム

開会挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・
基調講演・・・・・・・・・・・・・・・・

特別講演「水から考える企業のレジリエンス バリューチェーン全体で捉える水
リスクと中小・中堅企業の役割」

特別講演「国内の水環境政策と企業・地域における連携の方向性（仮）」

事例紹介 トークセッション「地域の水リスクをバリューチェーンで考える」

閉会挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・

環境省

◼ TNFD（自然関連財務情報開示タスクフォース）Director of 
Market Engagement /Secretariat  Candice Dott 氏

◼ 国立環境研究所 気候変動適応センター
気候変動影響評価研究室 室長 花崎 直太 氏

CDP Head od Water Joe Ray 氏

環境省 水・大気環境局 環境管理課 環境創造室長 森川 政人 氏

登壇者(一部登壇者調整中）

株式会社千葉興業銀行 執行役員 経営企画部長 西村 信宏 氏

株式会社常磐植物化学研究所 （登壇者調整中）

モデレーター

一般社団法人CDP Worldwide-Japan ジャパンマーケットディレクター 松川 恵美 氏

環境省では、環境保全や良好な環境の創出に取り組む民間企業の取組や情報開示が、企業価値や持続
可能性の向上につながるよう、CDPと共催で、水分野に関するセミナーを会場・オンラインのハイブ
リッドで開催します。
本セミナーでは、「バリューチェーンで進める水リスク対応と企業価値向上」をテーマに、水環境の保全
と持続可能な事業活動の両立に向けて、企業が自社拠点にとどまらず、サプライヤー、金融機関、地域
社会等と連携しながら取り組みを進めるための実践、そしてバリューチェーンの中で重要な役割を果た
す中小・中堅企業の水リスク対応に焦点を当てます。
水リスクは、原材料調達、製造委託、物流、販売先を含むバリューチェーン全体に影響を及ぼす重要な
経営課題ですが、リスクの影響は地域に偏在しており、近年その影響の頻度、大きさが拡大しています。
とりわけ中小・中堅企業においては、人的・技術的リソース、情報整備、改善投資、取引先とのコミュニ
ケーションなど、実務上の課題も少なくありません。大企業にとってもサプライチェーン全体で水リスク
や自然関連課題に向き合うためには、中小・中堅サプライヤーとの対話や協働が不可欠です。
本セミナーでは、企業や金融機関がステークホルダーである地域企業、中小・中堅企業とともに水リス
ク対応を進める際の課題や工夫、水・自然関連情報開示をめぐる国際動向について、国、企業、金融機
関、有識者の視点から共有します。

開催概要

一般社団法人CDP Worldwide-Japan 代表理事 富田 秀夫 氏



◼会場： 銀座フェニックスプラザ

  2階 フェニックスホール

◼オンライン：お申込み後にご案内

◼定員（予定）：
 会場200名

 オンライン10,000名

◼ お問合せ：令和８年度CDP水セキュリティ・環境省共催セミナー事務局
（EY ストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社 小瀬澤）

r8.integrated.watersecurity@jp.ey.com

◼アクセス：

東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館

• 東京メトロ 銀座線、丸ノ内線、日比谷線「銀座駅」A12番出口より徒歩1～2分
• 東京メトロ 有楽町線 「銀座一丁目駅」【10番出口】より徒歩4分
• 都営線 浅草線「東銀座駅」西馬込方面行きホーム【A7出口】、押上方面行きホーム

【A8出口】より徒歩1～2分
• ＪＲ 山手線「有楽町駅」中央口より徒歩８分

ハイブリッド開催
【会場 / ZOOMウェビナー】

申込方法

【参加申込フォーム】

◼お申込み：こちらから

申込締切日：令和8年11月25日(水)17時

※ 定員に達し次第受付は終了いたします。
※ フォームからのお申込みができない場合には、

メールにてお問い合わせください。

開催形式

https://globaleysurvey.ey.com/jfe/form/SV_bqiGFMpbZuakiyy
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